
※出演者は予告無く変更になる場合がございます。
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「広島神楽」定期公演へようこそ！
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五 月 姫
（滝夜叉姫）
夜 叉 丸
蜘 蛛 丸

松 本  智 幸

田 川  夢 翔
佐 上  友 貴

大宅中将光圀
下田 義近
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児 玉  崇 志
菊 川  勇 樹

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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吉 政  友 也
赤井  優太郞
森 泉  侑 子
佐 上  季 恵

　東の国の新皇を名乗った平将門（たいらのまさかど）は、天慶（てんぎょう）の乱で藤原秀郷（ふじわらのひでさと）・平貞盛（たい
らのさだもり）の軍に敗れ去ります。
　平将門の娘・五月姫（さつきひめ）は、父の怨念を果たす為、貴舟（きふね）の社（やしろ）に「願」をかけ、満願と共に貴舟の神よ
り妖術を授かります。五月姫は、名を「滝夜叉姫」と改め、父の因縁の郷、下総の国・相馬（そうま）の地に立ち戻り、多くの手下を従
えて反乱を企てます。
　陰陽師・大宅中将光圀（おおやのちゅうじょうみつくに）らは、姫征伐の朝命を奉じ、下総の国へと向かいます。陰陽の術と邪心
の妖術の激しい戦いとなりますが、滝夜叉姫の朝廷に対する復讐は成らず、無惨に敗れ去っていくという物語です。

第二幕『滝夜叉姫』（たきやしゃひめ）
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もの の け
鵺

菊 川  勇 樹
赤井  優太郞
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近 衛 天皇
藤原 頼長
源 頼 政
猪 早 太

田 川  夢 翔
本 西  満 明
吉 政  友 也
佐 上  友 貴

大太鼓
小太鼓
手打鉦
　笛　
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加 藤  塁
松 本  智 幸
佐 上  季 恵
川本  日菜子

　平安時代、毎夜丑の刻（午前二時）になると京都三条ヶ森の空に黒雲が立ち昇り、この世のものとは思えない動物が怪異なる声
で鳴くのでした。
　時を同じくして帝の近衛天皇は、原因不明の魔物に取り付かれたように毎夜うめき悩まされていました。
　そこで、弓の名人源頼政は帝の勅命を受け、郎党猪早太を引き連れ頭が猿、身は狸、手足は虎、尾は蛇なる容姿の怪物「鵺（ぬ
え）」を退治する物語です。

第一幕『源頼政』（みなもとのよりまさ）

大森神楽団プロフィール ～広島市佐伯区～
大森神楽団は、広島の奥座敷・湯来温泉でお馴染みの広島市佐伯区湯来町、大森八幡神社を氏神社として、現在まで百数十
年の歴史を持つ神楽団です。もともと佐伯区一帯に古くから伝わる「十二神祇」という神楽を継承してまいりましたが、団員
の高齢化、後継者の減少に対応するため、平成六年からは矢上系山県舞（六調子旧舞）、平成七年からは阿須那系高田舞（八
調子新舞）を導入いたしました。これをきっかけに団員数も増え、次第に活気溢れる神楽団へと変わっていきました。今では
後援会やファンの方々に支えられ、多数のイベント・大会に出演させて頂いております。これからも伝統の火を絶やすことな
く、感動してもらえる『大森神楽』を確立できるよう、団員一同日々精進してまいりたいと思います。まだまだ未熟な神楽団で
すので、皆様の温かいご指導とご支援をいただきますよう、何卒よろしくお願いいたします。

おおもりかぐらだん


